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光赤外線大学間連携事業の主研究対象であるガンマ線バースト (GRB)をはじめとした突発天体現象の観測的研
究には、出来る限り早い結果を提出することが必要であり、データの即時解析を行うための一次解析および測光
システムの構築が不可欠となる。一般的に、観測結果は望遠鏡・装置間の個性を取り除いたものでなければなら
ず、本連携の特色である、異なる複数の望遠鏡および観測装置で取得されたデータを解析パイプラインでは統一
的に扱う必要がある。そこで我々は、共通自動解析パイプライン (CARP: Common-use Automated Reduction
Pipeline)の開発を進めている。本解析パイプラインは一次処理済・位置較正済のデータに対して、自動化が可能
なスクリプト群によってフラックス較正を行い、観測対象天体、特にGRBの測光値 (上限値を含む)を算出する
ことを目的としている。この目的のため、画像 fitsデータ内のヘッダー情報を整備し、共通の fitsヘッダを持つ
データに対して適用可能なデータ解析パイプラインを構築している。この解析パイプラインは明野 50cm望遠鏡の
データ解析パイプラインとして使用しているスクリプト群と天体画像処理用の基本ソフト IRAF（Pyraf）をベー
スとし、Pythonで書かれている。本講演では、これまでの開発状況と本解析パイプラインの適用例について報告
する。


